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國
民
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る
時
代
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に
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い
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濟
を
分 

輿
が
是
れ

r
- 

b
,
き
.。

經
濟
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想
は
：
«

ら
社
會
の
政
治
的
方
面
に
集
中
せ
ら
れ
、經
濟
的
研
.究
は
單
に
政
治
的
研 

し
て
存

'

在
し
、經
濟
問
題
に
關
す
る
系
統
的
論
述
存
す
る
こ

V
J

な
か
り
し
な
り
。
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滅
亡
、蠻：

.

民
、侵

略
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に

於

て

殆

ん

V」

消
滅
し
朱
れ
る
歐
洲
の
交
易
が
第
十 

J
ぅ
し
て
漱
次
囘
復
し

m
れ
る
時
、先
づ
喚
起
せ
ら
：れ
た
る
も
の
は
、財
貨
は
如
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對
し
て
賣
却
せ
ら
る
可

き

や、其
の
交
換
價
値
を
如
何
に

‘

し
て
公
正
の
原
則
ミ
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き
や
の
問
题
な
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き
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而
し
て
這
般
の
問
題
を
取
扱
べ
る
中
世
の
經
濟
學
恶
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於
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る
が
如
く
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般
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學
满
に
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ず
し
て
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多
く
は
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學
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り
き
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學
は
愛
に
神
學
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ー
部
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し
て
論
述
せ
ら
る
、
に
至
れ
へ
而
し
て
固
ょ
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り
.彼
れ
等
の
經
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論
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經
濟
的
现
象
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通
す
る
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係
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し
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濟
的
方
而
に
於
«
る
 

人
即
行
爲
の
到

. '

想
.的
指
導
を
意

ij
f

c

す
る
も
の
な
ぅ
き
。
中
世
に
於
け
る
他
の
道
®
な
る
經
濟 

理
t

即
ち
徵
利
貨
付
に
關
す
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世
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將
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し
て
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®

彼
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期
の
職
光
の
差
し
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た
る
象
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し
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可
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の
な
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は
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統
ど
絕
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し
て
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會
科
學
に

K

け
る

o

&
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の
名
を
得
た
り
。
彼
れ
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人
民
が
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i

の
茌
る
が
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に
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料
せ
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る
可
き
も
の
に
し
て
、彼
れ
等
に
關
す
る
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妄
な
る
敎
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に
從
つ
て
考
察
せ
ら
る
可
,
も
の
に
非
ざ
る

こ

ビ
を
宣
言
せ
り
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n

は
獨
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速 

信
士
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桎
梏
ょ
ぅ
個
人
を

「

解
放
す
る
に
努
め
た
り
。
知
は
カ
を
與
ふ
。

:

社
會
的
知
識
は
人
叫 

の
狀

/i
l

を
改
善
す
る
の
力

'を
與
へ
、而
し
て
賢
明
な
る
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會
的
統
制
を
し
て
可
能
な
ら
-し
む
。
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o
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自
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へ
の
逍
を
開
き
た
り
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力
ン
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ス
ト
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猶
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「

學
し
を
求
め
ず
し
て
、

「
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を
追
へ
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古
代
の

「

政
治
的
經
濟
學

」
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る
文
字
が
第
十
七

-I
L
I
;紀に
入
彳
ズ
近
代
的
に

®

り
來
■

れ
る
の

.

時
は
、即
ち
國
家
の
收
入
が
人
民 

に
依

®

す
る
の

> ]
5

货
明
か
ふ
爲

^

る
ー
時
に
し
て
、愛
に

「

政
治
的
經
濟
學

」

は
國
说
的
發
達
に
ょ
り 

て
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を
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强
な
ら
し
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む
；る
の
術
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れ
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國
際
的
競
爭
の
初

：

期
に
在
な
：て
國
家
的
保
識
の
政
策
が
國
民
的
產
業
を
發
達
せ
し
む
る
の
一 

手
段
士
し
て
想
牢
せ

ら

れ
た

る
は

65
1

ょ

§

當
然
の

， 」

くレ
S

り
し
な
々

◊

而
し
て

私

虬
を
し
て 

公
益
の
•障

0

た

ら

し
む
る
こ
マ

」

な
か
ら
し
む
る
が
爲
め
に
、部
分
的
利
益
の
上
に
高
ぐ
立
つ
私 

I 

p

る
權
力
を
し
て
之
れ
を
統
制
せ
し
む
る

' 
の
必
要
も
亦
た

a

會
の

#

方
®
に
於
て
普
ぐ
承 

0

せ
、られ
た
纟
。

…

然
る
に
全
經
濟
生
活

0 .

統
制
が
新
た
な
る
社
會
的

.

事
愰
マ」

_

和
す
る
こ
マ

」

な
き
に
至
り

マ

 

各

觸

立

：法

者

の
.

則
：却

を

許

：さ
4

 

:
る

自

然

的
'

秧

序
0

存

在
‘

は

明
_

ザ

レ

爲
る
。
愛
に
ス
ト
ア
粗
學 

の
自
然
法
學
說
ば

^

^

な

る

勢

を

以

て

赠

り

來

れ

り

。

佛

圖

に

於

て

は

'
一

部

少

數

の

粗

學

者 

'

ば
：其
0 .

國
家
の
窮
ー
狀
に
働
3

れ
て
、人
鯓
の
社
會
的
關
係
に
於
で
も
、ー
私
の

_

然
科
學
、永
久
不 

獲

Q

眞
理
た
る

M

:

則
の
稆
在
せ
ざ
る
可
一
ら
ざ
る
こ
ぐ

」

を
認
め
、彼
れ
等
の
國
土
を
惱
ま
し
め

P

 

;

>

ぁ

る

大

禍

患

务

原

因

か

這

：
般

：
：
の

'
担

て
フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
は
剑
造
の
で
般
的
許
翁
が
勝
葙
を
支
配
す
冬
が
爲
め
に
自
然
の
諸
お

®
:
l
3m
f

 

只
を

^

け
た
る
こ

、/
J

を
說
台
、人

—

雞
も
此

0 '
法
則
に
對
し
て
毫
も
例
外
た
る
こ
マ

」

能
は

ざ 

T
i'
-ト广
 

る
も
の
な
り
ふ
做
し
彼
れ
は

®

に

^;
れ

に

邀

ぴ

、之

れ

を

守

り

て

、

»-
の
■窥

火

举
M

に

■

ぐ
可

き

な -v翻

-滌
啊
を
知
る
こ

ビ
'
 
を
必
製
マ

」

す
る

4
b
i
0じ
し

y

、人

||
|
]社
會
に
發
：生
せ
る
一
切
の
凶
鞅
は

t

l 

等

が

無
勉
に
し
て
這
般
の
法
則
に
逆
皮
せ
る
ょ
り
生
じ
た
る
も
の
な
り
ど
論
じ
た

b
o

M r

が
て
又
た
經
濟
離
は
其
の
未
。た

tt
つ
て
逝
逃
す
る
こ

A

な
か

り

し
倬
大
な
る
逝
步
の

« 

緣
に
逢

»

せ
6

。
斯

<
 
の
如
き
は
即

t A
d

i

 

の
-

K

著

>ロ
 

J
D官

q

ー
き

t
he 

.
Nature 

a
n
a

 

c
a
s
e
s

 

o.f t
h
e

 

w

.:
g
I
t
h
: 

o
f

 

Nations, 

1
7
7
6
.

に
於
て
成
し
遂
げ
得
た
る
所
の
も
の
な
办
。
彼

I 

■:の；經；眞

.哲
學
は
英
國
：に
於
け
る
啓
蕻
勑
の
最
も
顯
著
に

•し
て
且
つ
完
成
せ
る
#
業
た
り
し
な 

>

o
te
述
の

.

如
ぐ

*
;代
ょ
り
巾
世
を
狐
じ
て
近
世
に

M

る
ま
で
、彼
れ
以
荊
の
理
論
は
經
濟
生 

活
に
：何
等
の
獨
立
を
も
期
待
す
る
こ
ビ
な
ぐ
し
て
、直
接
に
之
れ
を
宗
敎
的

#

理
的
、政
治
的

0 

的

に

從

、酈

せ

し
•め

っ

、

あ

、ジ

し

な
A

。
そ
は
又
た
之
れ
を
一
全
體
に
包
括
す
る
こ

S

な
く
し 

て
幾
多
個
々
の
現
象
に
分
裂
せ
し
め
つ

、

あ
ぅ
し
な
り
。
彼
れ
に

M

つ
て
初
め
て

11
富
が
總 

ベ：て
の

:I
r
r製
な
る
社
會
的
方
而
ょ
り
論
述
せ
、

b

る
、
ぐ
し
同
時
に
、吾
人
の
全
存

:f
f
iが
物
質
的
支 

W

及
び
猶
^
的
生
活
の
舰
察
輝
ょ
り
論
述
せ
ら
る
く
に
至
れ

る
な
り

o
CQm

l
t
b

'{
:

於
て
啓
^
の
 

■
經
濟
：理
論
は
最
も
純
正
な
る
表
：瑰士
系
統
，的：歸

.結
ビ
に
到
雄
せ

6

。

彼
れ
は
瓦
然
的
自
*

」

に 

對
す
る
制
阪
の
掀
廢
を
主
张
す
。
彼
れ
は
最
も
善
ぐ
國
赏
を
僧
進
す
る
の
徑
路
士
-し
て
自
山

雜
t

.̂
L
卷

(
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彼

，
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意
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：
に
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從
へ
ば
、

a

富
の
僧
進
は
#
個
人
が
何
等
の
拘
來
を 

.

も
^

:

ぐ
る
こ
マ

J

な
ぐ
し
て
自
己
の
利
益
を
追
求
す
る
に
ぬ
ぅ
て
生
ず
可
き
も
の
な
心
。
而
し 

，て
犯
人
：的
行
動
の
，

H

lf

が
細

「

家
®

制
规
，に代
り
た
る
の
時
，在
る
が
儘
の
經
濟
的
事
實
の
科
學 

的
研
究
は
、不
斷
の
干
渉
に
ょ
，

0

T

J I
:

の
*
求
す
る
典
型
に
從
ひ
て
事
實
を
模
塑
せ
ん
ど
す
る 

の
技
術
に
代
る
こ

V
J

 

A

 

:

爲
る
な

b

o

 

:
:
,
'•
.

ぐ V

 

:

- 

W
i
l
h
e
l
m

 

H
a
s
b
a
c
h
k

 

U
n
t
e
r
s
u
&
u
n
g
e
n

 
a
b
e
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T

3
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げ
の
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學

0

a

々
な
る
部
分
ビ
其
の
先
®
せ
の
間
に
存
す
る
關
係 

9

系
統
を
求
め
た
り
。
彼
れ
は
哲
學
上
に
於
て
は

3
!

を
以
て
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h
a
f
t
e
f
y

及

び

H
a
r
t
l
e
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の
寧
徒
な
ぅ
ぐ

J

倣
し
、而
し
て
，又

た

B
l
r
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H
u
t
c
h
e
s
o
n

及
び
皆
：

^

ミ
の

g

係
に
於
て
彼
れ
を 

卿
称
す
：
ハ

Ibld.em, 

I. 

l
o

o

彼
れ
は
經
濟
學
上
に
於
て
は

CO
日
一
？

に

及

ぼ

せ

る

H
u
g
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Grotius, 
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u
f
e
n
d
o
r
f
,
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h
r
i
s
t
i

 

W

O

A
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T
I
U
t
c
b
§
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^
^

 

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
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ト
の
影
響
を
論
ず
。

(
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^

s
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H
a

s
b

a
c

h

は
尙
ほ

S
I

H
:

以
前
に

於
け
.
.る
方
法
學
及
び
方
法

上
の

三

傾
向
を
代
表
す

る
者
，
 

即
ち

D
e
s
c
a
r
t
e
s
,

 

T
h

o
B

a
s

 

H
o
b
b
e
s

及
び
.
，フ
イ
ジ
才
ク
ラ
ア
ト
の
如
き
演
繹
法
の
代
表
者
、

B
a
n
s
、

H
u
t
c
h
s
o
n
、
H

i
e

及
び

M
o
n
t
e
s
q
u
.
i
s

の
如
き
歸
納
法
の
代
表
者
、並
び
に
雨

*

法
を
結
合
せ
る 

J
a
m
e
s

 

S
t
e
u
a
r
t 

;に
對
，す

る

m
3
i
t
hの
關
係
を
述
ベ
、次
い
で

00
3

字
の
方
法
®
及
び
方
法
を
論
ず
。
 

(
I
b
i
d
e
n
v

 

V
i:)。

即
ち
彼
れ
の
先

A

は
彼
れ
：の
；前
に
彼
れ
の
路
を
開
き
つ
、
ぁ
り
し

ビ

雖
も
、而 

も
彼
れ

は

其
の
先
ま
に
ょ
つ
七

'築
か

^

た：る
*
礎
の
上
に
莊
嚴
堅
宇
な
る
自
己
の
事
業
を
連

. 

.

.

.

.
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. 

. 
.

.

.

.
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.
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.
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.
 

I
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設
.せ
る
も
の
な

.

O
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:
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へ
'

.: 

.

.
i
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'

A
d
a
m

 S
m
i
t
h

の
著
彻
に
就
い
で
研
究
す
る

#

は
殊
に
彼
れ
の

±

に
及
ぼ
せ
る

F
i
d
s

 

H
u
t
d
l
e
-

 

s
o
n

' :
の
カ
强
き
獄
化
を

SS
め
ざ
る
を
得
ず
。
著
着
の

」

死
後
、一
千
七
百
五
十
五
年
に
至
つ
て
出 

版
せ

ら

れ
た

る

'の
主
著

A

 

S
y
s
t
e
m

 

of 

M
o
r
a
l

 

P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
.

の
稿
本
は
早
ぐ
一
千
七
百 

四
十
ニ
ギ
の
交
に
成
卜
じ
も
の
に
し
て
、此：の
書
は

H

為
の
申
»
國
家
的
制
規
及
び
人
口
の
問 

題
に
關
し
て
は

*

：ほ
；幾

分

マ

ー

.力
ン
チ
リ
ス
ト
流
の
思
想
を
有
せ
ざ
る
に
非
ざ
る
も
•而
も
後 

年

cnm
i
t
h

に
ょ
つ
て
叫
の

「

國
富
論

」

中
に
：表
明
せ

ら
れ
た
る
諸
般
の
理
論
を
预
示
す
る
幾
多
の 

章
句
を
包
有
す
る

i
 

■の
な

^

。

H
u
t
c
h
e
s
o
n

 :

は

j

千
七
西
ニ
十
九
年
ょ
り
同
四
十
六
年
に
耳

り 

てG
l
a
s
g
o
w

大
.學

U

於
て
偷
理
扔
學
の
議
座
を
擔
任
せ
ぅ
。
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1

が

G
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a
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g
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w

在
學
時
代
に
於 

て、彼
れ
の
講
筵
に
列
し
た
る
は
僅
が
に

+

七
才
の
時
に
し
て
、此
の
少
年
の
頭
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焼
付
け
た 
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り
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 c
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す
る
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公
に
せ
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M
而
し
て
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の
著
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»
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彼
れ
の 
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f

 
經
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H

 

十
七
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r
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l

i

o
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to 
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o
r
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 p
h
i
l
h
y

 

£n 

three 

I
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o
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h
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l
l
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h
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a
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o
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a
t
u
r
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の
題
下
に

w

版
せ
ら
れ
た
る
が
、比
の
著
り
麥 

文
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充
て
ら
れ
た
る

「

大
學
生
に
與
ふ

」

る
の
.書
は
凡
そ
下
の
如
き
文
字
を
以
て
始
ま

る
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:ヨ
ぐ 

「
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1

,
-代
人
の
間
に
於
け
み
帮
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>

る
鮮
學
の
分
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理
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摩
又
れ
は
論
现
货
摩
、岛
然
都
谬
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ず
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彼
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倫
理
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战
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本
質
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つ
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内
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か
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(
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濟
學
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萍
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叨
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。
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^

^
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著
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が
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「
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r
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に
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t
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等
し
ぐ
勞
働
が
眞
の
大
衆
源
に
し
て
又
た
價
値
の
眞
尺
度
た
る
を
主
張
す
る
も
の 

に
し
て
、而
し
て
總
べ
て
の
人
は
公
共
へ
の
利
益
が
別
個
の
行
爲
を
耍
求
す
可
き
場
合
を
除
き

、
■ 

:人

0
:身
.體
又

.

.たは
财
產
に
對

'し
て
毫
も

.危

_

を
加
ふ
る
こ
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な
き
以
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何
な
る
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«
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に
於
て
も
、_

「

し
の

!̂
的
の
爲
め
に

:̂己
の
欲
す
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す
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L
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.
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人

を

し

て

漫
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に「

各
人
が
自
己
の
勞
働

I

し
I

す
る

f

權
は
自
餘

」

切
の
所
有
權
の
本
源
的
基
礎
た 

,〜

し
く
又
ブ
板
も

i

に
し
て
犯
す
可
ら
ざ
る
も
の
な
り

C

貧
民
の

-

S

財
產
は
其
の 
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ス
手
ク

プ

ど
技

6

<1
.

{

荐
す
预
し
て
彼
れ
を
妨
げ
て

31
:
の
隣
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
ど
な

ぐ
し
て
、

5

適
.

|

.

|

:

せ
る
方
，法

案

力
に
此
の

?

刺
聖
：な
る
所
有
權
を
侵
犯
す
る
も
の
な

J
V

J

論
じ
る

s
l

h

0

所
言
：を

f

せ
し
む
る
も
の
あ
る
な

^
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r
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.
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司
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濟
的

自
_
Ii
i

の

學
說
な
ぅ

&
ゾ

H 

.
 

: 

: 

:
,
;
:

:

@

人
は

H
u
t
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h
e
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影
響
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A
d
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m
i
t
h
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a

山
主
義
に
導
ぐ
：に
與
つ
て
力
あ
り
し
チ
を 

I

る
も
而
も
彼
れ

f

利
心

I

て
經
濟
行
爲
の
出
發
點

S

す
る
の
點
に
於
て
は
皮

I 

に
對
す
石

H
u
t
c
h
e
s
o
n

の
感
化
を
！

I
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む
る
こ
ど
を
得
ず
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s
m
.
t
h

は

H
u
t
c
h
e
s
o
n

の
講
義
に
出
席 

し
て
ょ
上
ー
十
年
の
後
滤
の
師
が
向
愛
を
輕
視
す
る
こ
士

®

し
き
に
過
ぐ
へ
る
を
理
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士
し
て
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仁
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の
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機
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な
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す
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，マ」
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一
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合
に
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な
も
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何
な
る
度
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に
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て
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な
る
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仁
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叙
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人
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身
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的
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濟
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述
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又
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萬
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；
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濟
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つ
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u
d
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た
ら
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め
た
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。
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ら
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英
國
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め
る
最
大
な
る
哲 
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學
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丰
う
て
は

楡

出
入
の
推
移
に
對
し
て
、貨
幣
第
量

說

の
適
甩
を
行

S

國 

の
正

貨
に
し
て
流
：出
：せ
ん
か
，物

價

は
下

落
し
，輸
出
は
增
加
し

®

入
は
減
少
し
、爲替
は
英
國
に 

.取
つ

て
ネ
羽

な

る
方

向
に

#

じ
、
斯
ぐ
て
正
貨
は
流
入
す

る
に
至
る
可
く
反

對

の

琪

情

は

又

た
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對
の
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來
を
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す
る
に
至
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す
る

^

察
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^

始
し
、而
し
て
楚
れ
よ
り
し
て
凡
ゆ
る

•
人
知
の
基
礎
は
人
間

H：
；の

W

:
 

究
に
幽

6

て
發
鬼
：せ
ら

'
る
可
き
も
の

.な
り
ビ
の
論
斷
，を
導
け
う
。

而
：も
這
般
の
研
究
は
、胞
：に

;

:' 

物
理
學
の
方

r

に
使

A

せ
ら
れ
て
好
結
果
を
與
げ

、而

し
て

w
p
§
'
卜
0
0
デ

及

び

CO
丁̂
民

§
々
；に
 

.由
り
て
人
問
性
に
對
す

.
る
適
用
を
開
始
せ
ら

れ

た

る、實

驗

的
方
法
に
由
う

て

遂

行
甘
ら

れ

ざ

る
可
ら
す
。
彼
れ
は
自
己
を
以
て
經
驗
科
學

S

し
’
て
の

.人
性
學
の
創
始
漭
な
り

V
J

信
じ
た
り
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m
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の
劊
設
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企
圖

し
た
る
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H
u
m
e
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又
た
經
濟
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學
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能
性
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じ
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の

P
O
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t
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D
i
s
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o
u
r
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s
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1
7
5
2
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中
に
於
て
政
治
家 

的
見
地
よ
う
し
；て

「

商
燊

/

技
：術
：の
：：.精
練(

奢
侈
}
/貨
幣
/
利
子」

資

易

差

額

/

^
易

上

の

嫉

視」「

輯
稅」
及
び 

「

公
信
用

」

等
の
主
題
を
論
述
せ
り

€

雖
も
、而
も
終
に

「

經
濟
學

」

の
名
辭
を
用
ふ
る
こ
ヾ

」

な
く
し
て
；

止
め

t
 

K

1

は
實
に
經
濟
學
が
政
治
哲
學
よ

 

>

發
生
せ

^

k

す
る
に
傺
し
、*
ほ
其
の
過 

波
の
階
段
を
代
表
せ

.

.る
者
な
う

。
.：
而
も
舉
れ
ヘ
等
斷
片
的
な
る
諸
論
文
中
に
は
你
ほ

 

一®
せ
る
ぃ
べ 

M

想
の
脈
絡
の
あ
る
あ
り
て
、或
：る
；

®

味
に
於
て
は
經
濟
學

Q

體
系
を

■

成
す
る
も
の

V
J

も
稱 

す
る
を

#

可
し

？

. 

S
m
i
t
h

は
先
锻

V
J

し
て
又
た
友
人
ヾ

」

し

T

1̂

よ
う
し
て
多
大
な
る
影
響

:
:

を
受
け
た

^N。

而
し

.
て

CO
I

KT
*

も
亦
た
恒
久
不
變
な
る
人
間
性
を
以
て
典
の

ft
會
哲
學
の
根 

本
原

V

理
ビ
觀

：

た
：
6

;°
:

.日
く

…

r

科
學
及
び
總
べ
て
惜
性
の
確
阆
れ
る
判
哳
の
對
象
は
永
續
宋
變
、常
住

|:
し
て
發
，砠
ゼ
壊
典
の
他 

免
.何
.な
る
—

類
の
改

.變

.を
■も
受
'く
：
2>
'
:
0處
れ

^

き
.
も
.
の
た
ら
ざ
る
可
ら
ず
。

斯
ぐ
の

.
如
き
は
^
物 

の
特
性

o
p
e
c
i
c
o

即
ち
特
殊
の
ホ
，贸
な
り
。
人
間
は
絕
え
ず
其
の
身
體
の
凡
ゆ
る
微
粒
子
，を
變
換
し 

.つ
V 
P 

9
、而

I

て
其
の
心
溢
の
凡
ゆ
る
思
想
は
問
斷
な
く
變
化
し
連
續
し
つ
、
あ
る
な
り
。
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货
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礎

^
袍
：
す
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不
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な
る
意
年

；
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背
の
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象
は
感
錄
の
作
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ム
り
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立
せ
る
外
部
的
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有
す
る
も
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;ミ
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釋
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所
な
る
ぺ
适
れ
等
悟
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ロ
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作
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一 :

千
七
；百
五
十
年
の
交

.に
：於
て

(
1
)
1

國
の
富
は
其
の
金
銀
よ
り
成
る
に 

.:
:
:

.
非

ず

し

て

、其

の

消

費

'し
#

可
一
き
貨
物
の
高
よ
■

る
こ
ど
、及
び
三

)

之
れ
を
潜
加
す
可
き
眞
の

: '

'

.

方
‘群
は
特
桃
を
授
與

^̂し
^̂ 

て
、其

の

，生

產

者

に

好

個

の

機

.會

を

保

瞪

,:
; 

;

し
て
何
等
の
恩
激
を
も

.賦
與
せ
ざ
る
に
在
る
こ

4

を
說
け

$
^
^
^
^

.
S
m
i
t
h
.

は
^
-相

^

學
在
學
丄
ハ
グ

年
に
し
て

J

中
七
西
四
十
六
年
八
月
を
以
て
蘇
國
に
歸

P 

.て
よ
ぅ

1同

四
十
八
年
奪
に

至
る
滿
ニ

 

：.，ヶ
:'

年

|1
|
1は
何
等
疋

規

の

業
務
に
就
ぐ
こ

ふ

な
く
、
*

だ
其
：
 

の
好
む
反
の
硕

究
に
耽

b

な
が
ら
，

似

ど
共
に
鄕
里

に
留
ま
ぅ

し
が

、

一
千
七
西
四
十
八
年
の
後

期
に
至

り
，E

d
i
n
b
u
r
g
h

に
其
の
居
を
卜
し

* K
a
m
e
s

卿
、即
ち
常
尔
の

H
e
p
r
y

 

H
o
m
e

氏
の
#
獎
に 

.

ri
l

り
、同
學
年
及
び
次
ぎ
の
ニ
學
年
を
通
じ
て
修
辭
學
及
び
美
文

a

の
,

義
を
行
ひ
、何
ほ
少
ぐ 

ザ一レ
も
一
千
七

¥

五
_
ナ

^

よ
卜
同
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十
ー
年

.に
亙
れ
る
冬
期
に
於
て
經
濟
學
に
關
す
る
講
義
を

.

.

ぐ
行

-
り
。
此
の
：講：

.

義
：.

の

案
夂
は
ユ
千
セ

]5
四
十
九
年

に
.犖
錄

せ
し

め

た
る
も
の
に
し

て、彼
れ

:
:
は
典
の
ホ
に
於
て
交
易

M
:

由
の
學
說
を

.主

.張
せ

i

f
 

,
彼
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此
の
亊
實
を
ー
千
七

W
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十
五
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:
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部
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w
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某
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草
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:
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當
|時
彼
れ

:0
思
想
，に
有
カ
な
る
影
響
を
及
.ぼ
し
つ
、
あ
り
し
も
の
に

J
a
m
e
s

 

o
s
w
a

or
あ
り
。

，
.彼
：れ
：は

.：s
l

h

に
比
し
て
八
才
の
長
奢
に
し
て
、後
年
商
務
及
び
拓
殖
斟
務
官
、大
藏
參
雄
宵
、並

ノ

：

 

.
び
に
愛
蘭
大
藏
次
宵
ふ
爲
り
、一
千
七
百
六
十
八
年
五
十
二
才
の
壯
齡
を
以
て
逝
け
る
人
な
ろ

0 

S
m
i
t
h

が
.O

s
w
a
l
d

に
傾
倒
せ
る
こ

V」

は

H
u
m
e

に
讓
ら
ざ
り
き
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H
u
m
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は
单
く
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千
七

W

五
十
年

•其
の
有
名
な
る

「

貿
易
平
衡

」

論(

同
五
十
二
年
に
至

^s

前 

.揭

hi
o
s
p
 E

s
s
a
y
s
.

中
に
公
に
せ
ら
れ
た
る
も
の

)

の
稿
本
を

O
s
w
a
l
d

に
送
ぅ
て

41
:

の

1£
^

を

4 

せ

A
。

O
s
w
a
l
d

は
十
月
十
日

.

£
ユミ
£
 P

a
p
e
r
s

に
愒
げ
た
る
長
文
の
書
簡
中
に
於
て
之
れ
に
答 

へ
ブ

A

9.
s

o

彼
れ
は

3t
の
物
廉
及
び
實
幣
を
空
竭
せ
し
め
ら
る
可
し

-
\
J«

す
諸
國

R

0
 

に
於
け
る
嫉
妬
が
全
然
不
合
理
た

::
.
'る
可
き
こ
と
を
宣
言
し
、斯
く
の
如
き

_

實
は
人
民

i

業 

の
殘
存
す
る
限
り
敗
し
て
生
起
す
る
こ
士
な
く
、«
物
及
び
貨
幣
の
輸
出
禁
止
は
常
に
其
の
听 

.

»
に
：正
反
對
の
結
艇
を
生
じ
た
る
こ
ど
を
主
張
せ
之
即
ち
そ
は
國
內
の
柳
作
を
增
如
せ
ず 

々
て
去
つ
て
之
れ

.^-
減

^

し
矿
し
て
翁
產
の
輸
出
を
防
止
す
る
こ
マ

」

愈
々
大
な
れ
ば
、貨
&
を

ー 

國
外
に

ff
i

逐
す
る
こ
ど
，愈
々
大
な
り
マ

J
做
せ

-

CNO

:

:

,

 

S
m
i
t
h

が
：

Q
a

s
g

o
w

大
學
敎
授
ミ
し
て
行
へ
る
講
義
は
彼
れ
が
自
ら

®

德
的
愦
操

P

及
び

i
 

富
論

」

中
に
公
表
せ
る
部
分
を
除
き

.；て
は

S

I

 

o
a
n
n
a
r
x

が
偶

然

の
機
會
よ
り
し
て

^

の
法
學 

一
.，
義

：

■筆
記
を
發
：见す
る
に
至
ー
る

1

で
は
全
く
吾
人
に
傅
存
す
る
所
な
き
も
の

^
;
想
像
せ
ら
れ
、

@
人
は

'唯
だ
僅
が

;:
:に)

彼
れ
の
最
も
愛
せ
る
冏
下
の
一
入
た

6
し

John 
i
l
a
r

の
談
る
所
に
據

:

:

ら
て
其
の
要
旨
を
知
る
こ
ミ
を
得
た
る
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
彼
れ
は
先
づ

S
m
i
t
h

の
論
理
擧
講 

義

.に
就
ぃ
て
云
：々
し
，彼
れ
が

3t
の
時
問
の
多
ぐ
を
擧
げ
て
修
辭
學
及
び
美
文
學
の
體
系
を
講

' 

述
せ
る
と
を
述

V

て「

後
、其

.の
輯
神
哲
學
の
體
系
に
就
き
て
友
の
如
..く
に
說
き
っ

、

ぁ
る

な

.

C
V
O
「

 

「

3
|
1
1
は
彼
れ
：が

—

：學

の

：敎

授
!:

:任
.
.
命

せ

ら

れ
て
よ
り
凡
そ

一
か
年

の

後、情
神
科
學
の
,
座

.1
~

: 

^

任
せ
ら
れ
た
り
。

此
の
叫
姐

1-

關すみ彼れが講義

.の〕

.課程は

「

四部

_じ分剡せられた

”
0
笫

:
:
ー

 
1
t
r
a

然
祌
學

」

を
包
打
し
、彼
れ

11
没

|:
神バの

_
在
及
び

11
性
の
諸
證

&
k
ぴに宗敎の迤礎如成
 

:
:t?
*
人間心葸の諮

.膝
现
を
考
察
せ
り
。
笫
ニ

{i
職密なる意義

It
於ける

r

偷理學

」

か

&
含し、
主
 

.
として彼れが後

|:
栗つて與の

r

道德的惝

操

論」

中ド公

I-
せる豁學說より成

る。
笫

三部

^

.

於て彼

n
f
t正蕕

】

に

關

し、乂

f:
0

緻
卩
し
て
正
確
：
な
る
法
則
を
收
受
し
得
.可さ
が
故
じ
焰
れ
ド
由 

り
て

0 

0

0

細なろ說明を行ひ得可き底の

.道義の部門か觅ら

l:
K
細i

i

論述せ

り」

。

.

.

.
 

「

此
の
間
題
に
關

.
し
彼
れ
は

M
o
n
t
e
s
q
u
i
e
u
.

 

L
i

 

i

リ
て
喑
示
せ
ら
れ
た
る

.
の
觀
ぁ
る

11

*
璐
に
從
ひ
、最

し

.

机
.
'

野
^

る
.

時
代
よ

.■

リ

最

.

情練，

■

せ
■

，
ら

_

れ
れ
る
時
代

.

| :

至
る
ま

T -

へ公

.

私
■

雨
.

：法：

#

似
想

.

の漸次進

.

步し：

: 

.
來
り
た
る
跡

^

探求し，生存及：び財
靡
の
集
歡

.忆，资す
る
諸
技

術

が
之
れ

It
相
應
せ
，法休及び 

. 

統
治
の
改
正
游
し
く

|1
變
近
を
生
ず

.る
の
效

M

を
指
摘
す
る
に
努
め

';
:

り

。

彼

れ

は;»
;(

の

カ

作

の
 

此

0 

m
要

^

る
部
鬥
を
も
亦
た

il
l
l
:脅に發表せんこヾ

"-
を
期
し
た
る
も

*而

.も
彼
れ
は
終

I:「

逝德的 

情操論

」

の
結
宋

!:
•

-.
さ
‘れ
れ
る
這
般
の
忽
尚

^

遂
行
す
る
こ
と

n 

<

し

<
逝

U

り。

」

T

彼
れ
は
其
の
！！

a
の最後の部分

It
-於て

「

正義

J

の原則に鉴礎か有する

:

W

なく

 

T
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十
九
卷
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ブ五六四

)

麗

「

f
 

.
論」

春

::
:
:
ぃ
ぶ
ニ 

ぃ

第

，
，

i
 

5
 

. 

p
e
d
g
c
y

ど

の

其

れ

に

&

之

而

し

て」

國

家

の

富

过

力
^
繁

榮

W

を

堦

迎

す

る

も

の

ミ

沿

料
t£
6
る 

、

政

治

的

削

规

か

考
.资
,ぜ
.り
。
：

道

被

：
の̂

「

地

9

は
商
業
.財政
ボ
教
的
及
ぴ
取
琳
的
血
成 

:
:
.
:
に
關
す
る
政
治
止

.の
胳

|

ヤ

2

|

:'
彼
れ

.
2

等
の

S

M

U
就
き
て
講
述
せ
る
所
の 

::
y

U
彼
れ
ず
後
に
里
つ

:て「

能：觸：说の

':
溶
の
：：
本
質
及
び
股
ぬ
の
研
究

」

な
る
題
下
に
公
に
せ
る
諧
述

S
m
i
t
h

は
法
學
及
び
政
治
學
に

：
»
す「

る
_

義
に

一於
て
最
初
よ
り

し

て

自
rl
l
交
易
の
學
胄
を
唱 

道

t 

A

y

而
し
て
彼
れ
は
其

.の

'

G
l
a
s
g
o
w

在
住
の
十
三
ヶ
年
問
に
於
て
事
實
上
同
市
を
し
て 

彼

.れ

0

^
兑
に
改
宗
せ
し
め
得
：

^

う
？，稱；せ

‘

石
？
當

.時

Q
VJ
^

の
最
も
有
名
な
る
一
商
、
：
 

た
う
し

J
a
m
e
s

 

R
l

e

な
る
人
、曾
つ
て

D
u
g
a
l
f
^

に
談
り
て

日
く
、

S
m
i
t
h

は
其
の

G
l
a
s
g
o
w

 

在

®

中
に
於
て
同
地
の

1
,由
要
：な
る
人
々
の

■多
數
を
說
服
し
て
自
由
交
易
主
*
に
改
宗
せ
し
め 

.たう

 

v

」

.°(
S
t
e
w
5

 

w
o
r
k
s
,

 

v
o
l
.
V
L
:

 p

 
ニ 
2

.;
:

°
.'
; 了—

^̂ 

の
®
將
洽

 

J
,
i
3

s

t

i

t::
:i
'
l 

;

 

は
煨
も
巧
妙
な
る
辯
論
家
に
し
て

、s
l

h

は
彼
れ

〗
の
諸

著
よ
う

も

寧
ろ
其
の
談
話
に
よ
う
て 

f

彼

れ

の

主

版

を

，了

解

せ

6
 

.さ

云

へ

る

程

な
P

し

が

(
？

• 

S

I

 
>

0

0

0

1
 

o
f

 G
l
a
s
g
o
w

 

in 

N
e
w

 

1

1

 Ac
c
o
s
t

 

o
f

 s
c
o
l
,

 

vl

ベ
I

れ

が

一

千

七

可

六

十

.三

年

典

の

長

き

大

陸 

0
:,
'
.
'
:流

蔣

よ

り

歸

タ

て

；後
、其
：：

0
_

閻

を

化

し
て

保
»

主
_

を

信

奉

せ
.
し

め

&

こ

ミ

を

努

め

た

り

 ̂

•にr
レ
 

L
-
w

I

,
.
p匕
を

:

;
.
.…

：
：
.
-:
::
1
i
雖

も

、
彼

れ

等

，
，
は

に

S
m
U
h

の
所
說
に
よ
一
り

.て
全
然
穀
物
輸
入
の

W

出
の
信

^

i
爲
れ
る

:

:

:
換

が

‘P

し
を
以
て
：、彼
れ
は
是
れ
等

「 o
l
a
s
g
o
w

の
理
論
家

」

に
對
し
て
释
議
論
を
反
復
す

る

に
#

M

め

；
る

：
旨

，
を

率

直

：
に

吿

白

せ

ん

加
之
な
ら
す

、D
u
g
a
l
d

 

S
t
e
w
a
r
t

は

| 

|千
七

^|
五
十
：ニ
年
乃
毕
一
ニ
年
に

G
l
a
s
g
o
w

大
學
に
於
て 

偷
純
哲
學
の

»

義「

免
聽
講
せ
る
人
，々
の
.，談
に
徵
し
て

:'
3

1

が
早
く
鞞
に
當
時
の
講
義
中
に 

:於
て

「

國
富
論

」

の
根
本

.

.原
理
を
表
明
し
、而
し
て
同
五
十
五
，年
、同
市
の
某
：學
會

(:
於
て
、其
の
：自
然
：

;|
^
^
^

 

的
自

«1
0.
:學
說
を
翁

#

.
せ
る
旨
を
記
せ
り
。
此

)

の
|*
演
，の

草

稿

は

後

年

s
t
e
w
a
r
t
0

所

藏

に

歸 

せ
る
も
の
に
し
て

、Sm
i
t
h

 

.は
死
に
先
立
ち
て
、

*

の
友
人

D
r
.

 J
o
s
e
p
h

 

B
l
a
c
k

及
び

d
r
. Ja

m
e
s

 

H
u
t
t
o
n

 

,

を
し
て
出

版
.
の
®
値

，*:
る
少

»

の
.も」

の
'
.を
.
.除さ
：爾

0

一
 

切
の
草
案
を
焚
か
し
め
た
る
も
他
り

.

此
の
草

^

の
み
ト
は
如
；何
；に

し

て

か
’

co
ar
_

け

の

手
中
に
存
し
た
る

が
，爲
め

に、夂
中
に

役
せ

ら 

,

る
く
を

•免
れ
た
る
な

>
、然
れ
ざ
も
、此
の
草
稿
も
亦
た
恐
ら
く
は

 

S
t
e
w
a
r
t

の
想
志
に
基
き
其 

の
ぞ
に
よ
り
て
破
毀

.
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
可
し
。
何
ビ
な
れ
ば

S
t
e
w
a
r
t

は
孽
稿
の
全
部 

を
公
表
す

る
は
、

永
遠
に

葬
.う
尜
る
に
如
か
ざ
る

個
人
的
の
不
和
を
復
活
せ
し
む

る
®
虡
あ
る 

が
故
に
、其

の

公
表
を
不

.穩
當
士

M

惟
せ
る
を
以
て

な

從
つ
て
其
の
內
容
に
關

す
る
五

2

人 

.

笫

十

九

卷c
r

五
六五
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_

「

r 
五
.六六)

::
.邦
^

第
、

1

‘て、

の
免

_

は
S
t
e
w
a
r
t

 

■が
初
期
に
於
け
る

3
3
i
t
h

の
政
治
思
想
の
發
達
を
示
す
貴
重
な
る
資
料

ビ 

し

》

.弓
用
し
ブ
る
左
の
數

fi
の
文
字
に

0

ら
れ
た
ぅ
。
而

も

s
t
e
w
a
l
t

は「

國
富
論

」

中
.に
^
け

る
最

&

11
1

耍
な
る
意
晃
の
多
ぐ
が
此
の
文
書
中
に
詳
說
せ
ら
れ
つ
、

あ

る

旨
を
述
ベ
つ
、
あ 

' 

る
な

b
o

f

AMH
]

u1

般
に
败
治

.家
及
び

0
計
家

|:
よ
り
て
ー
槌
の
政
治
的
技
工
の
材
料

w

し
て
思
料
せ
ら 

る

:0
:
設
針
家
は
自
然
が
人
细
の
上

|:
作

;1
1
す
る
迪
路
を
概
飢
す

*而

し

-<
:
!
:
自

然

を

し

て
彼

れ
自

身

の

:

:

'

7

::「

:'̂
 

の
因
的
の
埤
奉
±
公
正
な
る
取
奴
を
與

: 

:

~

スる以

'
J *

1-
何
物

‘

：
も
必
要

w

 

K

るこ：とな

l

o

 

一
 

國
を
し
て
最
低
の

0

0

肷
態
よ
り
最
高

策

の

常

裕

！1
導
へ
く
ル
が
' |

鸩

め

に
.
は
'
:平

和
>

輕

择

ね

る

狙

税

ど

而

し

て

苛

酷

な

：
ら

ざ

る
.
»1

法

以

外

|:
殆 

ん
ど
何
物
を
も
必
要
と
す
る
と

i

なし？
即
ち
爾
餘
，

一

切
の
も
の
は
祺
物
の
自
然
的
經
過
に
よ
り
：
 

V

成
就
せ
ら
る

>

が
故
な
り
。
此
の
自
然
的
經
過
か
阻
寄
し
、祖物
を
し
て
强
ひ
士
他
の
水
路

' 1
1

就
 

力

め

若

く

。

J -

竦
の

苗
•!<
-

於
て

ir
j

食

の
逆
步
‘
停

止

せ

ん

€

努

む
る
一

切
の
政
治

lt
T<

自
然 

:

じ
し

■
て、其の
存
續
ノ
の
爲
め

|:

は

勢

：ひ
：
懸

制

；暴

虑

た

ら

ざ

る

を

得

す

0
;:
;
.
:
:
:
此

の

論

稿

中

に

宣

对
 

'■
■d
:

ら
れ
た
る
尨
具
の
大
部
分
は
余
が
猶
ほ
余
の
乎
元

(:

所
'
联
.

W

し

て

六
，
以
前

|:
余
の
唞
務
を 

•
':

辭
せ
る

l

#

g

の
乎

L
L

草
せ
ら
れ

r:
る
講
淡
中
，

1

於
て
仔
細

I:

諭
述
せ
ら
れ
た
り
。
是
れ
等
の

1
 

は
冗
の
金
部
ん
取
げ
て
余

/
 

G
l

o
w

に
於

<

過
し
た
る
最
初
の
今
韧
め
そ

0

|

,
0'
氏
の
學
級
を
敎
授 

し
て
よ

P

以
來
、今

'n

に
绝
る
ま
で
何
等
茁
耍
な
る

.
變
觅
か
如
ふ
る
と

5

な
く
し
て
行
ひ
來
れ
る
余

.

.

.

.

.

.
が
講
義
の
翅

U

れ
り
し
な

.
り。
是
れ

f

の
も
の
は
其
の
全
部
を
舉
げ

.
て
余
が

E
d
i
n
U
u
r
g

プ
を
去
る
前

の冬

*
同
地

|1
於
て
則
說
せ
る
講
演
：の

is
B

-f
:

り
し
も
の
な
り
、而
し
て
余
は

E
d
i
n
b
u
r
g
h

及
び

G
l
a
s
g
o
w

 

.
の
.
.
.雨
地
よ
り
处
れ
鉍
の
む
の

.が；金

.
然
余
の
有

|:

礎

：
す
，
：
る

と

€

か
0

説
す

.可
♦

無
数
の
證
人
を
堪
；ぐ
 

る
:
を：
.

#

る
だリ

.

」

o

:
 f

 S
t
e
w
a
r
t
,

 

w
o
r
k
s
,
.
,

 v
o
l
.
X
.

 

p. 

6
8
; 

A
l
e
x
a
n
d
e
r

 

C
a
r
l
y
l
e
,
A
u
t
o
b
i
o
g
r
a
p
h
y
,

 

i860
, 

.2
85

. )

o 

c
al
b

の論

.
^

が

如
何
な
る
取
情
い
し

-l
t

v
:x
‘起：草

'
せ
;ら
れ

I:
る
か
、其
の
詳
細
は
今
よ
り
し
て
描
知
す
る
こ

W
能は 

ず。
唯

•/:s
t
e
w
p
r
t

の

^

よ
り
樣
し
て

• 

S
m
i
t
h
の

！！

截

に

出

席

し
'
又
れ
は
典
の
交
友
と

1

々
往
來
し

て
 

S
3
i
l
h

の
拟
想
か
把
握
せ
石
，港が
之
れ

か

自
己
の

i

の
ミ

I

て
公

-

U
し

f -

る
か
、若
し
く
は
公

L
L

せん 

W

し
つ

i

あ
1

し

を

知

る

を

得

可

し

)

。 

:

::

;

.

.

.

.

. 

.

.八

.

. 

.

.

:

然
る
に
全
然
世
に
傳

「

は
る
左
な
き
に
至
，れ
る
も
の
と
想
像
せ
ら
れ
た
る

S
m
i
t
h

の

講

_

の 

.i

部「

に
し
て
法

*
：
學
に
關
す
る
部
分
は
偶
，然
の
機
會
よ
り
し

T

其
の
：筆記
錄

'を
發
見
せ
ら
る
、

> 

に
M

れ 

A

。
即
，
^ !
§

3 .

1
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&

1
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1
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一

千

八
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十

五

年
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月
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一
B

O
x

f
o

r
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M
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g
a

g
h

i
e

 

の
學

蔭

0

省
と

對

談
し
、談
偶
々

>

&
ョ

s
m
〖t

h

に
及
ベ
る
鸣
恰
も
屑

合

せ

た
る
初
對
而

Q

辯
議 

.

士 

C
h

a
r

l
e

s

 

c
.

 

M
a

c
o

n
o

c
h

i
e

氏
よ
り
彼
れ
が

S

I

の
法
律
學
講
義
の
筆
錄
を
所
藏
せ
る
旨
を
聞 

、

知
し
、翌
九
十
六
年
、之
れ

.

に
長
文
の

.

緖
言
ヾ

」

嚴
密
な
る
卿
註
と
を

g

へ
て
出
版
す

る
に
至
.れ
る 
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R
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U
n
i
v
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r
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i
t
y
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a
s
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*
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i
t
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r
e
p
o
r
t
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d
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s
t
u
d
e
n
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1
7
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目
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d
i
t
e
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n
i
n
t
r
o
d
c
c
t
i
o
n

 

a
n
d

 

n
o
t
e

 

b
v
w
d
w
i
n

 

c
a
n
n
s
,

 

1
8
9
6
.

是
れ
な
り
。

ccf., 

ibid., 

pp. 

x
i
l
x
x
l
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v

 

,

•
.吾
人

は

此

の
！
！

 
_

{c
,i.
.
.っ
^

_

れ
の
隹
學

:«「

邀
德
的
情

«.
論j

ぐ

」

•

「

國
富
論

」

ど
の
內
に
表
明
せ

ら
れ
た
る
敎

@

を
結
合
す
る
も
の
な
る
こ

V」：

を
知
る
。

it
ち

Iに「

道
德
的
情
操
論

」

の
末
章
に
遂

合
す
る
本

^-
義
は

®

た
に

S

私
の

.權
利
を
論
す
る
の
み
な
ゝ

b:
ず
、最
後
に

p
o

〗

o-
g

を
も
亦
た

1K

扱
.ひ
つ
、
ぁ
る
を

«{
.る
。
愛
に
謂
ゆ
る

.po
l
i
c
e

は
實
に

「

經
濟
學

」

の
名
稱
の
下

R

r

_富
論

」

巾
に

.論
述

せ
ら
る
、
に

至

り
た
る

所
の
も
の
な
ら
.。

吾
人
は
此
の
部
門
中
に
人
間
の
經
濟
行
爲
が

3

の
射
紙
を
自
変

@

®

中
に
有
す

i

做
す
の
叙
述
に
遭
過
す
パ

L
e
c
t
u
r
e
s
,

 

op. 

C

Fp. 

1
6
9
.)。

斯

<
言
へ
ば
ど
て

s
l

h

は
斷
じ
て
如
何
な
る
行
爲
ど
雖
も
仁

0

に
ょ
つ
て
喚
起
せ
ら
る
、
こ

i

な
き
を
主
張
せ
ん
ミ
す
る
に
非

t

し
て
、唯
，だ
：仁
愛
的
行
趣
は
經
濟
行
爲
以
外
の
範
疇
に
屬

す
る
こ

5

を
說
く
に
過
ぎ
ず
。
逛
れ
等
の
雨
者
は
共
に
人
問
に
取
つ

T

特
贺
に
し
て
必
要
な

▲

も
の
な
ぅ
。

斯
ぐ

Q

如
き
意
見
は
又
た
+明
確
匕
道
德
的
犄
操
論
ち
諸
寧
句
中
に
表
明
せ
ら 

る
、
所
な
多

 

o 

(cf.「
ibid;,: pt., V

I
:

 

s
e
c
t
:
m
,
.

 

c
o
n
c
l
u
s
f
'
p
t
v

 

W
L
-

 sect, 
h
V
c
h

者s. 

m
,

 

i
v
o
o

-

被

れ

は

先

づ

，其

，

Q:.

講
義

'を
始
む
る
に
當
っ
て
學
注
に
赍
げ

て
：！H

 

く
，

r

法

.雜

の

四

^
.同

'的
:;
は

正

：a
、行
政
、收
入
及
パ
び

¥
備
な
り
。

JE
義
の
目
心
は
不

m
行
爲

I:
對
す
る
保 

歌

|-
し
て
、そ
は
说
法
の
站
嘩
れ
り
。

行
政

:.
0
目
“的
：
|1
.货
物
の
個
靡
、公
安
及
び
淸
潔

ガ

若
し
此
の 

敁
後
の
刚
教
が

Ji
b
.の
秫

b

講
教

r
取
り
て
餘
り

.に
些
々
た
る

I

の
に
亦
ず

w

せば

)
。
齊人は此の 

项

s

の
下

U

ー
國
の
格

0
を
考
察
す
可
し
。
其
の
ゆ
間
ミ
勢
働
ミ
か
國
務
に

捧

ぐ
る
提
酋
が
之
れ 

に
身
し

.て
担
傲
せ
ら
る

.こ

.

w

も

.亦

.た

.等■し
く
必
媒
な

■リ？

此
の

m
l的
.の
.
.爲
め
に

-

xた
.統
治
.の餓
經 

趿
を
支
出

^

る
が
^
めに一埤の

 

<姐金
は
調
連
ぜ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ず
。
收
入
の
起
源
爱

1-
伤す。

:

此
の
项
卩
の
下

I:
於
、，け

る

,

察
の
ヰ

M

は
独
々
な
る
課
稅
に
よ
り
て
人
民
の
支
拂
は
ざ
る
を
得
ざ 

•
:

る
.
取
入

m

收
の
逾
双
な
る
方
ぬ
な
る
可
し
？
ハ巾

s

o
政
府
が
外
固
の
非
行
及
び
攻
擗
に
對
し
て
自 

己
を
防
衝
し

#

ろ

.に
非
ざ
：れ
ぱ
、最

K

の，
行
政
む
安
吲
を
與
ふ
ろ
こ

i

能
は

♦さ
る
が故に、法#
によ
 

;
:;
'つ

て

備

、へ

ら

る

'

^
四
；
の

^

^

U
道
般
の
：
.

2
1

的

I:
.-
-對す

.るものなり。
而
し
て
此
の
项
口
の
下
に 

於
て
は
種
々
な
る
：

^

備.
W

其の

-:
,:握
所
及
び
短
所
、常備軍、國

'
.民
平
等
の
祖
織
を
明
か
！！す
可

1
°

給
 

れ
等
を
論
じ

? :

る
後

.

デ
國

.

際
'法を
潜

.

察，す可
し

」

。

VJO 

(
i
b
i
d
.
'pp. 

I, 

3
0
。

而
し
て

「

行
政

」

の
下
に

「

低
廉
及
び
夥
多

」

を
配
®
せ

る
は
恐
ら
ぐ
多
ぐ

» 

經
濟
學
上

の
資
料
を

:

法

#:
..に
：關
す

る
講
義
，
中
に
誘
入
す

る
を

是
認
す

る
が

®
め
に

彼
れ
の
想 

到
せ

る
後

思
案

な
ク

レ

な
る

可
し
。

(Canaan, 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

to 

w
e
:&
h o

f

 N
a
t
i
o
n
s
,

 

p, 

XXXIV. )

o 

蓋
し

S
m
i
t
h

はT
「

千
七

w

五

十

|

年
一
月

七
日

を
以

て
其
.
の
前
年

L
o
u
d
o
n

の
逝
尜
に

*

H

ぅ 

一

笫

J

卷

 ̂

i
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- 

- 

第
十

一

號 
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:
笫
十
九
卷

(

1
五七

0)

::
邦譯「

醫
論

」

題.爲 

第

と

號

H
0 

て

&

虛
V」

爲

れ

る

Q
a

s
g

o
w

大
學
論
理
學

講

座
に
選
任
せ
れ
、

1̂
1

十

-
日
就
任

^

を
了
し
，
 

E
d
r
b
u
r
g
h

に
於
け
る
獸
義
の
完
了
を
俟
つ
て
、同
年
十
月
の
新
學
期

i

ぅ
開

.

_
し
"®ら
に
同
大 

學
に
於
て
倫
理
哲
學
の
離
：座
を
擔
任
せ
る

F
i
d
s

 

H
u
t
c
h
e
s
o
a

の
直
接
後
繼
莕

H

^

o

l

n

p

f

 

氏
病
氣
休

_

の
爲
め

31

:

の
代
講
を
行
ひ
、次
ぃ
で
同
年
十
一
月
二
十
七
日
を
以
て

c
r
a
〖 g
〗 e

氏
は 

長
逝
せ
る
が
爲
め
、翌
苹
十
，

I.L

年
四
月
ニ
十
九
日
、其
の
後
繼
者
に
任

.命
せ
ら
れ
た
々
。

斯
ぐ
て 

彼
れ
は
其
の
就
任
の
當
時
に
於

.

「

て
：
.
1方
に
論
理
學

»

座
を
擔
任
す
る
ど
共

R
、他
方
に
於
て
偷 

理
哲
學
の
代
講
を
行
は

ざ

る
を
得
ざ

j

し
が
爲
に
、疑

a

も
な
ぐ
彼
れ
は
其
の

I

I

に
於 

て
行
へ
る
講

_

の
資
料
を
.利
用
す
る
に
由
ぅ
て
少
な
か
ら
す
其
の
二
重
の
負
擔
を
輕
減
せ
ん 

ビ
せ
石
な
石

1

し
。

即
ち
彼
也
が
是
れ
よ
り
先
き
一
千
七

.S'
四
十
八
年
の
冬
期
よ
り

E
d
{
f
r

丨
 

俘
に
於
ヤ
修
辭
擧
及
び

_

文
學
の

_

_
を
行
ひ
、爾
ほ
少

く

ミ
も
一
.千

七

西

五

十

年

よ

り

同

五 

十
一
年
に
瓦
れ
；る
冬
期

.に
於
て
經
濟
學
に
關
す
る

_

義
を
行
へ
る
こ
ヾ

」

は
前
述
の
如
く
な
る 

が
故
な

-

。

當

i

國
の
諸

.大
學
に
於

.け
る

n

f
 Q
傅
統
的
分
配
に
據
れ
ば
、論

S

の
_
座 

は
'修
辭
學
及
び
美
文
學
を
抱
擁
し
、精
神
«
學
は
法
律
學
及
び
政
治
學
を
包
含
せ
る
が
故
に 

S
m
i
t
h

は
曩
ぎ
に
講
述
せ
る
所
を
採
つ
て
に
於
け
る

」

睛
演

を

塡
宠
せ
る
な

6

。r
D
u

叫aid

Stewart, 

W
o
r
k
s
;

 

op. 

c
i
r
V
O
L

 

x, 

1
0 0
7

7

,
 

p, 

I
I.

所
載
 

J
o
h
n

 

Millar 

の
所
言
、並
び
に

 
T
h
o
m
s
o
n

 

a
n
d

 

Craigie, 

Life 

of 

WiUiaui 

c
u
l
l
s
,

 

v
o
h

 

r, 

1
8

3
2
, 

p. 

6
0

5
.

所
載
一
千
七
百
五
十

 

| 

年
九
月
三
醫
家 

C
u
l
l
e
n

宛

S
m
i
t
h

の
書
翰
參
照

)

。

‘ S
m
i
t
h

は
其
の
倫

.理
哲
學
の
講
義
に
於
て
は
略
々

>
r
i
s
t
o
t
e
l
e
s

よ
&

傅
承
せ
る
ス

n
ラ
哲
學 

の
傅
統
を
遵
守
し
て
戀

&

ざ

^

-

o然
.れ

V」

も

S
m
h
h

は
特
に
一
の
點
に
於
て

>
ユ
^
cHr
l
e
sよ
 

ぅ
分
：離
せ

A

。
蓋
し
；

A
r
i
s
t
o
t
e
l
e
s

は「

經
濟
學

」

な
る
文
字
に
よ
り
て
家
事
經
營
の
實
際
的
學
問 

又
た
；は
技
術
を
意

〗

味
し

「

ぢ
る
に
對
し
、

CO
I

は
經
濟

.

に
,定
義
し
て

「

人
民
及
び
丰
權
者
の
兩 

者
を
富
裕
な
ら
し
む
る

'」

士
を
提
唱

」

す
る
も
の
：

i

倣
せ

.
る
こ

ゲ

J

レ
是
れ
な

々
o 

(

f
 
I

 

o£ぎ丨
 

tions, 

B
k
.

 

I
V
.

 

I
n
t
r
o
d
u
c
f
l
o
p
)
.

°

即
ち
前
遨
が

W

ら
家
計
的
見
地
よ
り
經
濟
を
論
じ
た
る
に
反
し
、
 

後
者
は

主
ミ
し
て
國

R

的
意
義
に
於
て
之
れ
を
取
扱
へ
る
の
相
違
あ
る
な
ぅ
。
斯
く
て
又
た 

經
濟
學
は
彼
れ
に
取
り
て

」

は
政

「

治
學
に
渡

_

す
橋
梁
に
非
す
し
て
、却
つ
て
政
治
學
は
輪
现
學
ヒ 

經
濟
學

V」

の
間
！

i:

於
け
，る調
停
漭
た
る
の
點
に
於
て
、彼
れ
は

A
r
i
s
t
o
t
e
l
e
s

以
來
の
傅
統
よ
り
分 

離
す
る
に
至
れ
る
な
り
。
從

.つ
て

C0
ョ
g

は
其
の
講
義
に
於
て
先
づ
第
•一

 

に
自
然
神
學
を
論 

じ
、次

ぃ

で

1

般
に

®

讃
せ
ら
る
可
き
行
爲
の
本
質
に
關
す
る

W

究
、即
ち
，#
理
學
に
及
び
た
る 

.ン
，笫
十
九
卷

(
I

五
七 

一ノ

，邦
_「

國

甯

論

」

題

胃

：:■
:

.
第

十

一

號

 

三
一
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(
1

五

七

ニ

)
.
，邦

！！
「

國

富

論

」

題
言 

第十.一號

 

三ニ
 

後
、就
ぢ
に

1£
義
に
關
す
る
偷
理
の
部
門

*即
ち
法

#

及
び
政
治
哲
學
に
對
す
る
攻
究
を
行
ひ
、而
 

し
て
最
後
に
疋
義
の
原
則
に
基
礎
を
：有
す
る
こ

く
レ
な
ぐ
し
て
、便
宜
の
其
れ
に
依
賴
し
、

|
國

：：

家
.
 

の
：富
と
力
ビ
繁
梁

S

を
增
進
す
る
も
の

S

思
料
せ
ら
れ
た
る

&

治
的
.制
規
を
檢
时
せ
る
な
り 

此
の
講

•義
中
に
試
み
ら
れ
た
る
計
靈
は
後
に

M

つ
て
上
梓
せ
ら
れ
た
る
著
作
：中
に
»
て
も
亦 

た
.迫
隨
せ
ら
れ
た

;!
)

。
' 

8

|

_
が
當
初
の
意

|4
はr

道
德
的
情
操
論

」

中
に
於
て
公
に
せ
ら
る
、
に 

.至
P

た
る
偷
理
學
に
：次
ぃ
で
、法

#

及
び
統
治
の
一
般
原

.理
、及
び

®

だ
に
正

.礙
の
み
な

£

ず
、

p
i
e

 

(

此
の
名
稱
は

.佛
；語

に

出
て
、
*

?

#

臘
語

の

に
級
し
，本
來
民
政
の
道
を
意
味
せ

, 

, 

i 
-

-
- 

：
 

■ 

.

.-

■;
: 

:

:

. 

.

.

. 

.

る
も
の
な
り
し
も
，

S
m
f
t
h

の
常
峙
に
於
て
は
攀
に
政
治
の
.比
較
的
重
要
な
ら
ざ
る
部
分
の
制

，規
、即

，:t
>
淸
潔
安

^

及
.，び

低

*

若
し
く

'は
豐
富
を
意
味
す
ふ
も
の
ヾ

」

爲
れ
り

——
Lectures, 

op.

c
i
r

p. 

1
5
4
)

收
入
及
び
軍

w

並
び
に
其
の
他
總
ベ
て
法
律
の

0

象
た
る
も
の
に
在
つ
て
楚
れ
等

の
も
の
が
祉
.食
の
種
々
な
る
時
代
及
び
時
期
に
於
て
遭
遇
せ
る
種
々
な
る
變
革
を
叙
述
せ
ん 

€ 

す
る
に

ff
i

り
し

rs
.
p 
タ

(
T
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 

o
f
s
G
r
a
l

 

Sentiments, 

P
L

 

V
J
L

 

Sect, 

i
v
o
o 

然
る
に
彼

a

は
斯
ぐ
の
如
き
最
初
の
計
迤
を
變
班
し
、

M

a

a

rが
彼
れ
の
講
義

§

第
四
部
を
柳
成
す
る
も
の 

€

倣
せ

.る
部
分
に
し

.
て
、前
揭

「

正
義
、ポ
リ
，
ス
、歲
入
及
び
軍
手
に
關
す
る
講
義
」

中
の
第
一
一
、第
三
及

び、第
四
部
を
權
成
す
る
も
；の
を
先
づ
大
成
し
て
公
に
せ
る
な
り
。
斯

 

< 
て

S
m
i
t
h

は
一
千
七 

西
九
十
年
に
出
版
せ

.■ら
れ

：

た
る
其
の

「

準
德
情
操

論
；！

第
六
版
の
序
文
に
於
て
、彼
れ
が
ー
千
七

|-
| 

五
十
九
年
の

:

第
ー
版
拉
來
岗
嘗
卷
末
の
章
句
中
に
說
け
る
前
揭

>J
l
i著
の
豫
約
を
、典
の

「

_

富
論

」

に
よ

，c
v

て
、少

.ぐ
ぐj

も
.•ホ
 

.を
物
語
ぅ
つ
、
あ
る
な 

は
：實
：
.に
鹵
富
論

」

0

第
：
—
'

 

.

の
傭

.‘理
，哲
學
を
桃
成
す 

の
.體
系
中
に
在
り
：て
偷 

,

般
讀
書
界
に
呈
示
'せ
も 

て
，法

#

及
び
政
治

®

學

S
n
^
t
h
.

が
敎
授
；ヒ
し
て 

れ
在
。る
が

.故
に
、遠
隔
の

!>oに る 理 る 草

ス
、歲
入
及
び

®

事
に
關
す
る
範
圍
內
に
於
て
は

‘半
ば
履
行
せ
る
旨
，

 

足
れ
に
據
つ
て
觀
れ
ば
、

「 g

義
筆

g
i」

中
の
第
一
一
、第

三

及

び

第

四

部 

案

ふ

し
て
役
立
て
る
も
の
な

-CV。

:

而
し
て

M
i
l
i
a
r

 

Q

謂
ゆ
る

C/
)
日
€ 

第
三
部
に
し
て
、

「

講

_

筆
記

」

の
第
一
部
に
相
當
す
る
部
分
、即
ち
彼
れ 

ご
レ
經
濟

，、レ
を
調
停
す
る
部
分
は
終
に
彼
れ
自
身
の
手
に
ょ
り
て
一 

、
こ

ご
レ
な
か
り
し

?

o

而
も
彼
れ
は
其
の

r

國
富
論

」

第
五
編
に
於 

屬
す
る
若
千
の
間
題
に
論
久
せ
々

。

.

の
名
職

.
は
年
；v

j

共
に
次
第
に
高
ま
り
行
き
、多
數
の
：學
生
，は
偏
へ
に
彼 

地
方
ょ
り

e
a
s
g
c
w

に
來
り
、彼
れ
の
敎
授
せ
る
科
學
の
部
門
は

Q

l

_ 

の
'流
行
：

V
J
:

爲
り
、彼

れ

の

，意

見

は

諸

俱

樂

部

&

び
諸
、學
，會
に
'•於

け

る

主

：た„

る

論

®
 
€

爲

b
、«

れ 

,

¥
§
 

 ̂

S

^
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國

富

输

M

言
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^
^ ̂

.

.

第

十

！
戤
 

0

.の
發
ー
昔
■又
た
は
話
說
の
態
度
の
些
細
な
る
特
色
す
ら
屢
々
模
倣
せ
ら
れ
、漆
喰
製
の
其
の
胸
像 

は
'書
肆

」

の
店
頭
を

»

る
に
至
れ
り
。
而
し
て

00
ョ〖

^

は
て
千
七
西

2

十
九

.年
、即
ち
*
れ
が 

G
l
a
s
g
o
w

大
學
敎
授
，.に
任
命
せ
ら
れ
よ
り
九
年
の
後
に
至
つ
て
初
め
て
其
の
ニ
大
偉
著
の
一
を 

完
成
：せ

h
y
o T

h
e

 

T
h
e
o
r
y

 
of 

M
o
r
a
i

 

s
e
n
t
i
m
e
n
t
s
,

是
れ
な
り
。

一
の
著
作
な
ぐ
し
て
旣
に
其
の
名 

聲
を

_

國
'に

«

せ
.：た

_
る：彼
れ
は
此
の

:»
の
.上
枠
さ

^̂ 

一
 

流
の
作
家
中
に
伍
す
る
の 

'1
1

^

的
承
亂
を
受
け
た

-

然
る
に

.此
の
書
を
讀
み
て
痛
く
感
動
せ
る
者
の
一
人
に

C
h
a
r
l
e
s

 

T
o

w
l

n
d

ぁ
ぅ
。

S
B
i
t
h

は
彼
れ
の
推
擧

.に
由
夂
其
の
夫
人

.Da
l
k
e
i
t
h

伯
爵
夫
人
の
提
子
な
る 

苦

き

B
u
c
c
l
e
u
g
h

公
撖
の
旅
行
附
師
佛
ヒ
し
て
招
聘
せ

ら

れ

、

«
國
の
旅
に
赴
く
が
爲
め
に
こ
千 

.七
西
六

.十
四
年

|

1

^
十
，
.：四：日
同
大

.學

に

辭

：表
、を

提

出

し
、
同
年
三

月

一
日

同
大

學
評

議

員

會

.に 

よ 

>
:て
聽
許
せ
ら
れ
た
ぅ
。

.
是
れ
實
に

「

國
富
論

」
出
版
の
前
十
二
年

I

し
な
り
。

.

I

千
七
西
六
十
四
年
よ
り
同
六
：十
六
年
に
亙
れ
る
佛
國
滯
在

.は

.
3

1

の
生
涯
の
上
に
重 

耍
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、吞
人
は

co
l

tr
4

の
上
に
與
へ
た
る

F
r
a
n

o.s 

Q
u
e
s
n
a
y

及 

び
.其
の
學
徙
の
影
響
を
看
出
さ
ざ
る
を
将
す
。
殊
に
彼
れ
の

講

義
筆
記
ど

「

國
富
論

」

ど
を
比
較 

對
照
す
る
略
は
、雨
寧
の
間
に
存
す
る
學
：說
の
相
違
に
し
て
フ
.イ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
の
感
化
に
由

.

れ
る

も

の
を
發
見
す
る
を
難
し

/
/

J

せ
す
。

S
m
i
t
h

は

Q
c
e
s
n
a
y

を
以
て
全
世
界
に
於
け
る
經
濟 

學
研

^

者
の
頭
：首

.ど
_

_

し
、此

0)

經
濟
學
者
に
し
て

「

國
富
論

」

出
版
の

S

ま
で
生
存
し
た
ら 

ん
に
は
、：

s
m〖

&

は
"
之
れ
を
彼
れ
に
献
本
す
可
き
普
な
り
し
ビ
傅
へ
ら
る
。

M Ms
l

h

が「

»

富
論
窜

-
:編
索
八

」

摩

^:
の
賃
銀
を
論
じ
、第
九
章
ヾ
に
於
て
資
本
の
利
潤 

を
論
じ

減

に
箄
十
寧
に
於
て

勞
働
及
び
資
本
の
種
々

な
る

用
途
に
於
け
る
利
®
を
論
じ
た
る 

大
本
の
姐
想
及
び
其
の
中
に
揭
げ
ら

れ
た
る

例
瞪
の
多
數
は
貨
物
の
價
格
を
論
じ
た
る

「

講
義

」 

館

こ
部
飨
ー
一
分
第

七
項

巾

に
S

せ
ら
る
、
も
、「

B)
當
論

」

に
至
り
て
明
か
に
！！

め
ら

る

、
に
至 

り

た

る

分

配

論

，の

結

桃

は

未

：た
；之
れ
'を「

講
義

」

中
に
認
む
る
こ
ビ
を
得
す

0

「

國
富
論

」

第
ニ
編

「

ス
 

ト
ソ
ッ
ぞ
の
本
質
、蓄

積

：友

び

使

用」

の
：主

要

部

分

，も
亦

扣「

»

義」

中

に
於

て

は

全

'然

說

明

せ
ら
る
、 

こ

^

な
し
。

「

_

p,
に
於

.
T
は

資

本

：に

,

し
て
何
等
叙
說
せ
ら
る
、
こ

VJ.

な
く
、ス
ト
ツ
ク
も
亦 

た
蜇
要
な
る
地
位
を
與

へ
ら
る
、

こ

v
j

な
し
。

而
し

て「

國
富
論

」

中
に
於
て
重
要
な
る
地
位
を 

占
む
る
に
至

.ぅ
^

の
第
二

■編
の
多
く
を
割
き
て
論
ぜ
ら
れ
つ
ゝ
ぁ
る
.生產
的
及
び
不
生
產
的 

勞
働

の
區
別
の
如

き
も

米
だ
擧

示
せ
ら
る
、
こ

€

な
し

。

' Q
a
e
s
n
a
y

の

T
a
b
l
e
a
u

 

o
e
c
o
n
o
m
i
q
u
e
.

が
初
め
て
世

.に
，現
れ
た
る
は
著
渚
が
六
十
四
才
な
ぅ
し

.一
千
七
百
五
十
八
年
十
二
月
の
こ
ヾ

」

頷

十

九

卷
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な
う

.气
此
の
陴
つ
折
判
一
面
に
印
刷
せ
ら
れ
、雁
木
線
の
纏
結
を
，有
す
る
葙
.名
な
る
經
濟
表 

も
现
代
の
眼
に
は
洵
に

w
d
w
i
n

 

C

I

S
の

S

0
如
く
、小
兒
の
玩
具
に
類
す
る
の
あ
る
を
免 

れ
す
。
然
も

「

經
濟
表

」

は

I

ヶ
年

.[[
1
]
:に
於
け
る
產
業

：

の
全
收
益
を
包
括
的
に
：示
さ
ん

V
J

せ
る
の 

;^
に

於

て

、
經

濟

學

說

上

に

»'
著

な

る

發

達

を

箭

せ

る
.
も
の
な

i

o

而
し
て

®

人
は

>
&

3
 
3
§

ざ
 

の
'級
利
な
る
服
光
が
直
ち
に
其
の
主
要
觀
念
を
把

0

し
て
、之
れ
を
其
の

J

講
義

」

に
現
れ
た
る
舊 

來
の
所
說
に
逾
用
せ
る
の
琪
實
を
想
像
す
る
を
锝
る
な
り
。
彼
れ
は

.回
ょ

{

€
濟
表

」

を
其
の 

儘
に

承
認
.

せ
ん

>
J

は
せ
ざ
う
し
も
、而
も
其
の
著
者
の
著
眼
點
を
採
用
せ
纟
。
斯

'
< 

て
勞
働
が 

投
贺
の
特
殊
の
種
類
に
ょ
う
て
發
動
せ
し
め
ら
れ
、數
：個
の
大
項
目
に
分
配
せ
ら
る
、
總
年

 ̂

益

を
生

t

る
.
.も
.
の
な
り

ビ

倣
す
確
同
た
る
见
想
を
胎
す
に
至
れ
る
な
り
。
這
個
生
產
的
勞
働 

を
發
動
せ

.し
む
る

#

純
の
投
费
は
資
本
的
ス
ト
ッ
ク
の
使
费
ヾ

」

同
一
視
せ
ら
る
。
此
の
資
本 

の

，
使

費

に

ょ

つ
：
.

て

，
發g

せ
し
め
ら
る
、
總
、ベて

.の
勞
慟
は
被
：交
換
財
を
產
出
す
る
も
の
な
り

0 

而

^

て
抑
ぐ
の
却
き

^
^
^
^
^ ̂

一
 

W

の
み
.が

惟

，̂

本

然

.に
生
產
的
な
り
ビ
主
張
せ
ら
る

、

fs
t
 

這
舨
の
新
學
說
は

« :
に「

國
富
論

」

第
ニ
編
.の
主
要
部
分
を
形

成
す
る
も

の
な

'
 

(
c
a
n

 
J
 Intro­

duction 

t
o
、

へ
 L

e
c
t
u
r
e
s
:

 

o
p
. 

cit, 

p' 

xxix;cf_. 

Introduction 

t
o

、
へ
 W

e
a
l
t
h

 

o
f Na

t
i
o
n
s
w
o
p
.

 
o
f pp. x

x
f
x
—

•xxxiiLlo 

.
■

十
-
'

而
も
世
に
は

s
l

h

に
與
へ
た
る
郧
國
學
者
の
影
響
を
過
大
視
せ
ん
ヾ

」

す
る
傾
向
の
存
し 

た
る
.こ
ど
も
亦
た
之
を
認
め
ざ
る

，を

得
す

。Pierre 

S
a
m
u
e
l
d
u

 

P
o
n
t

 

d
e

 N
e
m
o
u
r
s
'

は
曾
つ
て

「
國
富

»

に就
：：
S

.

て

0
つ」

て
日
く「

此

の

部

厚

：な

る
.四

：：

折
判
兩
卷
に
收
め
ら
れ
た
る

#

1 £

す
可
き

i

ff
i

. 

. 

.
■ 

- 

.
,
'
|
;.
..:
.;—

：：，
'
.
:
:
;.
.

: 

.

.

.

.

.

も
冗
提
な
る
著
作
中
に
在
っ

.
：て
、眞
现
>

」

看
做
す
可
き
總
ベ
て
の
も
の
は

>
n
n
e

 

R
o
b
e
r
t

 

J
a
c
q
u
e
s

 

T
u
r
g
o
t

 

の
.'；R

s
e
x
i
o
n
s

 _sur 

la 

F
o
r
m
a
t

o*n

 

et 

la 

Distribution 

d
e
s

 

R
i
c
h
e
s
s
e
s
.

中
に
於
て
看
出
さ
る
可
ぐ
、
 

>
d
a
m

 

S
m
i
t
h

に
よ
つ
て
附
加
せ
ら
れ
た
る
總
ベ
て
の
も
の
.は
敢
て
誤

®

せ
は
稱
.せ
ざ
る

i

、而

.も

.
不
正
確
.な
る
も
の
な

-

-̂,
、

J
。

(
G
.

 

soherie, 

D
u
.
P
o
n
t

 

d
e

 

N
e
m
o
u
r
s

 

et 

i
w
c
o
l
e

 

p
h
y
s

o-cratlqlle, 

T00
S
8
,

.

.

.:

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

. 

\

P. 

4
5
9
.
)。

後
年
に
至
り
て
彼
，れは
斯

V

、の
.如
き
：失
言
を
行
へ
：

.る
こ
？
を
悔

a
、彼
れ
が
十
分
に

S
m
i
t
h

の

著

を

艦

—

す

る

こ

ヾ

」

を

#

ざ

り

し

は

全

く

英：

語

の

知

.識

0

不
足
に
基
ぐ
こ

f

を
告
臼

せ
h

o

然
も
比
較
的
；近
時
に
至

.る
ま
で

.S
3
i
t
h

の「

國
當
論

」

が

T
u
r
g
o
t

0.「

考
察

」

に
負
ふ
所
頗
る

大
な

A

ど
倣

.す
の
驗
存
せ
り
。

.固
よ
り

T
u
r
g
o
t

の
.思

M

は
幾
多

の

If
i

に
於

て
_

然

た
る
フ
ィ

IV
シ
オ
ク
ノ
フ

K

 

‘ト
.よ
0
9
.
%寧
ろ

A

甘m

 

S
m
i
t
h

に
接
近
せ
る
も
の
あ
る
を
觀
る

Q

然
も
一
一
個
の

®

笫
十
九
卷
ニ

 

■五
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.七)
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:中
に
於
て
偶
々
同

1

の
姐
想
を
發
見

'
し
得
た

：

VCV 

€

す
る
も
、直
ち
に
其
の
一
を
以
て
他
に

|5
へ
 

る
も
の

^

爲
す
は
大
卑
計
な

P

ビ

云
は
ざ
る
を
得
ず
。

R
o
g
e
r
s

は
自

.己
の
刊
行
せ
る

「

國
富
論

」 

の
序
文
に
於
て
、特
に
其
の
第

J

卷
に
於
て

•
は
、殆
ん
ざ

T
u
r
g
o
t

の
願
分
及
び
所
論
よ
り
騰
寫
せ 

る
に

.
過
ぎ
ざ
る
諸
章
，句
を
着
出
し
得
可
し

V
J

爲
し

(ibid., 
2

a
 ed,. 

I

f
 p. 

1

0
、而
し
て
堪
に 

前
卷
の
註
驛

0.
み
：に
於
て

i
 T

u
r
g
o
t

を

引

用

す

る

こ

.？

七

囘

に

及
、？

タ

(

i

u 
く。
一. 

r pp. 

r 

M
4
, 2

4
, 

3
1
, 

5
0°
7

r 

5
-
2
」

T
u
r
g
o
t
,

 

R
s
e
x
i
o
n
,

 

§
§

vo
p

3
, 

3
9
, 

3
2
, 

6
. 7
, 

6
,

 

1
0
.)。

然
し
な
が
ら
其
の 

f 

K

r
报
け
ナ
る
も

_の
、

み

:w
幾
分
彼
，れ

か

H
u
r
g
o
t

よ

b
,引
-用
.せ
.
る
章
句
に

■類

似

.，
せ 

る
所
な

■き
に
非
ざ
る
も
、然
も
避
れ
ど
て
も
、前
揭

「

講

P

中
に
現
れ
た
る
も
の
、
反
復
に
過
ぎ
ざ 

.る
の
み
な
ら
ず
、

T
u
r
ôi
t
.の
章
句
よ
り
も
寧
ろ

J。

ぎ

L
o
c
k
e
,

 

M
s
d
e
v
m
e

及
び

w
a
r
d
s

等
の
如
き 

英
國

.學
渚
の
所
言
？
類
似
せ
る
も
の
な
り
。

.而
し
て
他
の
六
つ
の
場
合
は
本
文
ミ
引
用
句

€ 

の
辟
に
何
等
の
類
似
も
存
せ

.
ざ
る
も
の
な
り
。

(
c
a
r
m
a
n
.

 
Intr

o
d
u
c
t
i
o
n 

t
o

 

? Lec
t
u
r
e
s
,
:

 

0
0

 

c

?*p. 

x
x
x
i
v
o
o

 

.

r
H
J
O
w
r
c
n
t
a
n
o

 

は
：
其

の b
i
e

 

Arbeltsverhatnis 

g
e
m

 
叫 ss 

d
e
m

 

heutfgen 
R:cht, 

1
8
7
7
.

に

^

て 

S
m
i
t
h

 

€ 

.ア
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シ

ク
p
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(
j

千
七

I1
!
,五
十
一
年
を
以
て
着
手
せ

、b
れ
、同
七
十
一
年
に
完
成

せ
る
大
百
科
全
書

G
r
a
n
d
e

 

E
n
c
y
c
l
o
p
e
d
〖 e
.

の
編
纂
に
從
事
せ
る
諸
家

)

殊
に

D
e

 T
w'sprit, 

I
7
5
W
.

の
 

著
者

/2
6

c
l
a
u
d
e
A
d
r
i
e
n

.K
e
i
v
e
t
5*
s

&

^

N
ィ
ジ
オ
ク
ラ

ア
ト

V」

の
關
係
を
過
重
視
し

，

S
m
i
t
h

 

^
一 

千
七
西
五
十
九
年
、即
ち

31

:
:の
棘
國
旅
行
前
：に
公
に
せ
る

「

■

德
的
情
操
論

」

中
に
述
ぶ
る
所
，

 

に
據
れ
ば
、彼
れ
；は
明
，かに
德
行
を
以
て
善
ぐ
事
情
に
通
じ
た
る
公
平
無
私
な
る
傍
觀
者
の
赏 

讃
を
得
：るの
行
爲
に
過
ぎ
ず

€

做
せ
る
に
反
し
、

「

國
富
論

」

に
於
て
は
全
く
之
れ
ビ
反
對
に
人
間 

の
本
性
に

.關
す
る

S

I

S
 .

の
著
に
現
れ
た
る
意
見
に
賛
成
し
•自
利
心
を
以
て
人
間
行
爲
の 

唯

1

の
磡
機
な
ぅ

^

做
せ

X

說
き
*而
し
て

A
d
a
m

 

S
m
i
t
h

の
學
說
は
ス
ィ
ジ
オ
ク
•ラ
ア
ト
學 

派
.の
學
說
を
し
て
殆
，ん
ざ
其
の
光
輝
を
失
は
し
め
、且
つ
種
々
な
る
點
に
於
て
之
れ
ビ
反
對
の 

拆
說
を

’
行
へ
る
も
の

V
J

看
倣

さ

る

、

も

、

而
も
其
の
极
本
的
意
見
に
於
て
は
全
然
同

一

に
し
て
、
 

彼)

れ
は
特
に
佛
國
學
者
の
杣
象
的
說
；明
に
代
へ
て
•實
際
社
會
に
對
す
る
最
も
熾
烈
な
る
研
究 

の
結
縣
を
其
の
著
の
到
る
處
に
师
入
し
て
、之
れ
を
確

®

せ
る
が
故
に
讀
者
を
し
て
往
々
其
の 

源
を
佛
國
に

發
し
た

る
の
事
實
を
忘
れ
、英
國
の
經
濟
狀
態
ょ
り
直
接
に
發
生
し
た
る
新
學
說 

な
.
り

V」

思
惟
す
る
に

.至
ら
し

め

た
ぅ

V
J

主
張
せ
々
。

(
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i
d
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m
,
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〇
-
6
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^
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翌
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m
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f

は
又
た
：

S

I

が
、r

道
徳
的
情
操
論

」

初
版

技
版
の
年
た
る

1
千
七

17
南
千
九
年

'ど「

國
富
論

」

初
版

Q

公
に
せ
ら
れ
た
る
二
千
七
西
七
卜
し
、
 

年

S

の
間
に
於
て
行

: «
れ

允

，る

佛

國

旅

，行

に

由

ぅ

て

唯

物

論

者

^

化
し
、前
著
中
に
說
か
}
た
 

る
學

'說

は

後

著

中

に

於

て

變

：史

せ

ら

れ

た

ぅ

^

看

做

せ

な

。

日
ぐ

i

l

は彼れが英國に止まれる間は

I

I

及

•ひ

f

の影響を受けたる唯レ虫殺者 

而
も
佛
國
に
於
て
旺
盛

.な
り
し
：唯
：物
主
義
に
接
觸
す
る
こ
ミ
三
少
年
の
後
、彼

1
は
依
物
主 

狡
洛
と
し
て
，英

_

に
舶
；れ

i

;

.佛
I做
四
へ
旅
行
前
に
箸
さ
れ
た
る

「

遨
德
的
情
操
論

」

2

七
五
九

^

 ̂

彼
れ
が
佛
國

i

り
歸
。朝

.

y

る
後
に
於

.て
.,
起
軍

.せられたる

「

國當論

」

2

七

七

六

f

の

問

S

す 

•る
矛

1
は

道

般

の

極

め

て

取

純

な

々

方

法|:
ょ

り

て

叨

瞭

と

爲

る

ー

€ 

o (Ibidem, 

s, 

1
8

パ)

。

^

ん
と
之
す
こ
ダ
ル
に

 

A
u
g
u
s
t

 

o
n
c
k
e
n

 

は
其
の

>
d
a
m

 

S
m
i
t
h

 

u
n
d

 

I
m
m
s
u
e
l

 

Kant, 

^

f

 

I
 I

t
h
s
c
h
a
f
t
,

 

f

 
に
於 

マ
之
れ
に
反

'»
:0
_

を
.表
明
し

.
B

I

の
意
見
を
敷
衍
し
て
、是

れ

等

S

I

の
南
著
は
一 

體
系
の

1
部
を

_

す
る
も
の
に
し
て
和
對
立
せ
る
兩
實
在
に
非
ざ
る
こ

i

を
立
瞪
せ
ん

 ̂

•乾み
た

A
V
O彼
れ
ば
、

I

h

死
去
の
年
を
以
て

m

れ
、是
れ
等
兩
奢
間
に
於
け

る

II
係
を
强
調

せ
る

「

道
徳
的
情
操
論

」

®

六
版
の
序
文
中
に
與
へ
ら
れ
た
る
說
：明
を
以
て
其
の
极
：據
ど
爲
し
、彼 

れ

0

®
3H
1

!

®

^

0

«
li
を
描
か
ん
と
を
努
め
た
力
。
彼
れ
は
是
れ
を
以
て
他
の
哲
學
者
が
其 

の
體
系
を
妞
設
せ
る
方
法
、双
に

〖

I

の
其
れ

V
J

比
較
し
て
，同
欉
な
る
思
想
の
開
股
は
他
處
に 

於

て
も
亦
た
看
出

-され得可きが放に、
決
し
て
の
意
見
に
劇

變

を
生

じ
た

b V」
做
す 

の
推

足
に
隱
る
、
の
要
な
.き
こ

€

を
示
す
に
努
力
せ

6

。
彼
れ
は

E

&

に
進
ん
で

cn
l

ブ
を 

以
て
極
端
な
る
唯
物
主
義
を
唱
道

f

，じ

做
す
獨

逸

'膝
.史

派
の

#

宿

td
i

。

i
e
b
r
a
n
d

以
來 

の
.#

雛

に

對

し

て

g
3
i
t
h

を
辯
誰
す
る
に

若

心

せ
り
。

一
切
の

偏

览

：を

虫

つ

て

!

tr
を

W 

究
せ
ん
か
、彼

れ

が

®

心
.丰

義

の
«

學

者

た

_るw
a
n
t

の
先
驅

者

た

む
し

こ
ヾ」

を

立

證
す
る
幾
多 

の
章
句

を
發
見
す
る

な
る
可
し
。

:

斯
ぐ
の
如
き
は
特
に
興
の

「

良
心
の
學
說

j

に

適
用
せ

ら
る

、
 

な
ヶ
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vj 
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を
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S
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著
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す
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m
i
t
h

 

u
n
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die 

E
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n
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d
e
r

 

politischen 

O
k
o
n
o
m
f
e
,

 

I009
I
.等
を
算
ふ
可
し

〕

,

'.
十
卿

.「

國
富
論

」

は
佛
國
旅
行
中

T
o
u
l
o
u
s
e
.

に
於
て
起
稿
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
々
。
皮
れ
が
一
千
七 

fi
六
十
四
年

.七
月

$

日
间
地
よ
り

.H
u
m
e
.

に
.宛
て
た
る
書
中
に
於
て

「

余
は
消
閑
の
爲
め
に
一 

書
を
草
し
初
め
た

〜
云
へ

.る
も
の
は
即

t

是
れ
な
ぅ

。

(

K

l
 

c
o
r
r
e
s
p
o
n
d
s
e
,

 

R
.

 

s. 

E
.

 

L
i
b
r
a
r
y
.
)。

而
し

T
r國
富
論

」

は
實
に
彼
れ
が
母
を
挽
け
て
鄕

M

K
i
r
k
c
a
l
d
y

に
退
隱
し
つ
、
あ 

::
ぅ
し

:+
年
間
の
產
物
：なり
き
。

1
今
に
，傅
：は
る
一
千
七
百
六
十
七
年
六
月
七
日
附

K

I

宛
の 

斷
節
に
日
く

「

心
の
地
に
於
け
る
佘
の
業
務
は
研
究
に
し
て
、余
は
過
•去
約
一
ヶ
月
間
之
れ
に
沒 

頭
せ

t

,

佘
の
僦
安
は
檳
邊
俜

a
:

Q長
き
孤
獨
の
逍
_

君
は
余
が
如
何
に
消
光
し
つ 

、
あ
る
や
を
推
知
し
得
可
し
。

而
も
余
ー
自
#

は
極
め
て
樂

し

ぐ

、

心
地
よ
く
且
つ
安
ら
か
な
る 

を
覺
ゆ

.る
な
り

。

^
.
^
0 

0
 

p 

f
f
i 

,
9
.
 

T
是
れ
よ
り
も
樂
し
ぐ
、心
地
よ
ぐ
、且
つ
安
ら
か
な
り 

し
こ

V
J

は

#

せ
ぎ
り
し
な
る
可
し

」

云
々

s
o 

(

K

i

o

ĉo
s
.
, R

,

 

S. 

w
. l

i
b
r
a
r
y
.)。

彼
れ
は
一 

千
七

W

七
十
年
に

$

の
-
著
の
；初

#

を

1

元
成
せ
る
も
、而
も
斷
え
す

.之
れ
を
鱗
大
し
改

in
'

し
て

at 

ら
に
六

'
 
ヶ
年
を
費
せ
ぅ

。

T
h
o
r
o

orR
o
g
e
r
s

 

%

 

!

千
八
西
八
十
五
年

J J

月
こ
十
八

 

日
の
 A

c
a
d
e
m
y

に
公
に
せ
る

W
i
l
H
a
m

 

p
a
t
e
n
e
y

宛

!

千
.七
百
七
十
.ニ
年
九
月
五
日
の
書
翰
は
其
の
終
に
於
て 

彼
れ
の

.著
は
其
の
冬
の
初
め
に
於
て
脒
に
印
刷
に
附
せ
ら
る
可
き
替
な
り
し
も
*

「
媒
樂
の
缺
乏 

V
J
1

0

に
.就
き
て
思
索
す

る

こ々

」

餘
&
に
大
な
り
し
が
爲
め
に
生
じ
た

る

不
節

康」
其
の
他
の 

障
害
の
爲

'め
に
、®
ら
に
數
ヶ
月
其
の
出
版
を
遷
延
す
る
の
已
ひ
な
き
に
至
れ

る

こ

ど
を
記
し 

つ
、
あ
る
な
ぅ
。

ー，チ
七
西
七
十
三
年
春

®
れ

は

其
の
筚
稿
、に
录
後
の
補

IE
を
行
_ひ

て

之

れ 

を
出
版
者
：の
手
に

#

す
，
る
を
得
可
し

V
J

思
惟

'し
た

'る
も

の
€

思
し
く
、之
れ
を
携
へ
て
偷
敦
に 

向
へ
；々

。
.
•典
の
！F

働
勞
.茬
の
爲
め

に
著
し
：く

心
身
を
害
し
た
る
彼
れ
は
其
の
出
版
前
四
月
十 

六

日
附
を
以
て

H

i

に
0

を

送

b

て
彼
れ
を
其
の
遺
著
管
理
人
た
ら
し
め
た

6
-
0 (

H
u
m
e

 

M
s
s
.
,

 

S. E. L
i
b
r
a
r
y
)
。

A
d
a
m

 F
e
r
g
u
s
o
n

は
同
じ
き

.年
：を以
て
出
版

 
'せ

ら

れ
た

る
其
の

H
i
story 

o
f

 

Q
v
i
L

 

s
o
c
i
e
t
y
.

の
筋
■四
版
の

脚
_

に
於

て「

是

れ
ま
で
總
ベ
て
の
科
學
の

凡
ゆ

る
間
題
に
協 

し
て
興
れ
た

る
所
：
の
.も

の
に
四
敵
す
可
き
國
民

‘經
濟
の
理
論
が

(「

道
德
：的
情
操
：論

0

著
漭
な
る 

.Sm
i
t
h

氏
に

ょ
り
て

)

11
:
會
に
供
給
せ
ら
る

y

の

日
は
恐
.ら
く
近
き
に

あ
'
る
可
し

」

マj

稱
せ

り
。
然 

も
箸
考
が
偷
敦
に
於

て

行

ベ
：る

調
査

は
.最
初
期
待
せ

る
ょ

り
も

.巡
'か
に
重
要
な
る
も
の
あ
り

..
 

て
、
其

の

稿
本
に

對
し

て

多
大
な
る
訂
正
增
補
を
行
ふ
の
必

.
‘要

を
生

せ
し

め

た

气

(
J
!
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B
-
^
o

1

‘
千
七
苗
七
十
五
年
の
初
め
に

_

り
俄
然
其

Q

身
體
の
衰
弱
を
；.來
し
た
る
彼
れ
の
親
友 

:?
3

0
は
隹

=

燥
，
極
一
千
七

p

七
十
六

^
-
 

ニ
月
八
日

E
d
i
n
b
u
r
g
h

上
り
臀
を
寄
せ
て

0

ぐ「

余
は
犖 

無

'精
な
：る
に
於
て
矜
に

讓

ら
ず
す
雖
も
、合
が
君
の
爲
め
に
憂
ふ
る
の
念
は
佘
を
驅
つ
て
筆
を 

?

し
H

，諸の

.

_
は

®

に
久
：じ
き
以
前
に
於
て
印
刷
に
付

.せ
ら
れ
た
り

k

傅

へ

ら

る

、

も
、
 

.而
も
未

•た
廣
钽

せ
.&

る
、

の
運
び
に
至
ら
ず
。
如
，何
な
る
理
由
に
據
る
や

0

W
P
I
.
Pの運
.命 

力
沪
せ
ら
る
、
ま
で

.待
つ

€

せ
ば
教
は
久
し
ぐ
待
ぐ
つ

.
こ

V
J

、

爲
：る
，可
し」

ど
。

(J. 

Hill 

B
u
r
t
o
n
,

 

Life 

a
n
d

 c
o
r
r
e
s
p
o
n
d
e
n
c
e

 

of D
a
v
i
d
K
u
m
e
'
I
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